
第２回長野千曲総合技術新校再編実施計画懇話会 

 

日時：令和６年４月 25日（木） 

18時～19時 30分        

 会場：千曲市役所 301会議室    

 

次 第 

 

１ 開 会 

 

２ 県教育委員会挨拶 

 

３ 自己紹介 

  

４ 会議事項 

（１）第１回長野千曲総合技術新校再編実施計画懇話会まとめ 

（２）総合技術高校について 

   演題：総合技術高校における学びについて 

講師：須坂創成高等学校長 羽山 功 先生 

 （３）各校生徒による学校・学びの紹介 

・更級農業高等学校 

・松代高等学校 

・屋代南高等学校 

 

５ その他 

   次回の予定  

【日時】 令和６年６月 10日（月）18時～19時 30分 

【場所】 篠ノ井総合交流センター 多目的ホール 

   【内容】 アドバイザーによる講演会 

 

６ 閉 会 



区分 氏名(〇:座長) 所属等 役職等

1 西澤　雅樹 長野市 副市長

2 丸山　陽一 長野市 教育長

3 小川　修一 千曲市 市長

4 小松　信美 千曲市 教育長

5 塚田　常昭 坂城町 教育長

6 市川　伸一 ＪＡグリーン長野総合企画部企画広報課 課長

7 福田　享士 株式会社システックス 常務取締役

8 矢島　隆生 フレックスジャパン株式会社 代表取締役社長

9 滝沢　秀治 滝沢食品株式会社 代表取締役社長

10 森下　孟 信州大学学術研究院教育系 准教授

11 〇藤本　光世 元県立高等学校長

12 坪井　俊文 長野地域振興局 局長

13 海野　忠一 長野市（篠ノ井地区）

14 香山　篤美 長野市（松代地区）

15 赤地　憲一 千曲市

16 越　　正至 更級農業高校同窓会 同窓会長

17 細川　隆男 松代高校同窓会 同窓会長

18 赤塩　曜子 屋代南高校同窓会 同窓会長

19 小田切　勇 更級農業高校ＰＴＡ ＰＴＡ副会長

20 宮澤　洋介 松代高校ＰＴＡ ＰＴＡ副会長

21 山﨑　みさ子 屋代南高校ＰＴＡ ＰＴＡ会長

22 吉澤　多恵子 長野市ＰＴＡ連合会 副会長

23 唐木　文子 更埴ＰＴＡ連合会 会長

24 宮尾　昭広 長野上水内校長会 広徳中学校 校長

25 中野　禎仁 更埴校長会 戸倉上山田中学校 校長

26 倉島　さつき 稲荷山養護学校 校長

27 武田　拓斗 更級農業高校（生徒） 農業クラブ会長

28 武藤　穣 更級農業高校 校長

29 徳武　晃 更級農業高校 教諭

30 今川　千桜 松代高校（生徒） 商業科代表

31 向井　健太郎 松代高校 校長

32 宮林　正樹 松代高校 教諭

33 伊藤　七菜 屋代南高校（生徒） ライフデザイン科代表

34 竹内　宏枝 屋代南高校 校長

35 肥田　尚音 屋代南高校 教諭

【事務局】

氏名（役職等）

氏名 所属等 役職等

井出　敦 高校教育課 高校再編推進室 主幹指導主事

山﨑　巌 高校教育課 高校再編推進室 主任指導主事

宮嶋　直美 高校教育課 高校再編推進室 主任指導主事

県教育委員会

学校名

更 級 農 業 高 校 丸山　暢之（教頭）　　徳武　晃　　　石澤　圭祐

再編対象校

松 代 高 校 阿部　栄智（教頭）　　宮林　正樹　　坂本　成久

屋 代 南 高 校 櫻田　智也（教頭）　　肥田　尚音　　土屋　友紀子

小中学校等
関係者

学識経験者

地域

同窓会

ＰＴＡ

産業界

長野千曲総合技術新校 再編実施計画懇話会 構成員名簿

自治体



第１回 長野千曲総合技術新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 

日 時 令和６年１月 11日（木）18時 00分～19時 30分 

場 所 篠ノ井総合交流センター 

出 席 
（敬称略） 

西澤雅樹、丸山陽一、小川修一、小松信美、塚田常昭、市川伸一、福田享士、矢島隆生、 
滝沢秀治(オンライン)、森下孟、藤本光世、尾島信久、香山篤美、赤地憲一、越正至、細川隆男、
赤塩曜子、大平芳春、吉澤多恵子、唐木文子、宮尾昭広、宮原明人、倉島さつき、杉﨑太一、 
武藤穣、武内伸之、松澤友希、藤澤由夏、宮林正樹、大橋一華、竹内宏枝、肥田尚音（以上 32名） 

欠 席 
（敬称略） 

牧政史、齋藤智恵美（以上２名） 傍聴者 34 名（オンライン４名含む） マスコミ６社 

事務局 

更級農業高校 垂澤教頭、武内教諭、石澤教諭 

松代高校 丸山教頭、宮林教諭、中澤教諭 

屋代南高校 宮嶋教頭、肥田教諭、土屋教諭 

当日資料 次第、構成員名簿、席図、開催要綱、今後のスケジュール（案）、パワーポイント資料 
 

会議事項 
（１）座長選出   ◎藤本光世構成員を座長に選出 
（２）「高校改革～夢に挑戦する学び～」について（県教委より説明） 
   ①実施方針 ②再編・整備計画【三次】 ③長野千曲総合技術新校の学校像（例） 
（３）質疑応答及び意見交換 

 

構成員から出された主な質問・意見（要旨） （→県教委回答） 
〇懇話会開催趣旨について 
・役職で選ばれている構成員は、役職を交代したときでも継続していくのか。 
→役職により参画いただいた方は、交代された次の方に引き継いでいただく。 
〇「高校改革～夢に挑戦する学び～」について 
・旧第４通学区の中学卒業者数推移において 2030年から 2038 年にも急激に減っているが、これは全県的なものか。 
→旧第４通学区は比較的人口集積が進んでいる地域である。一概には言えないが、全県的な傾向であると言える。 
・松代高校の普通科だけが残り、屋代南高校の普通科は新校になるのはなぜか。 
→千曲川の東岸地区にも県立高校の学びの場を残しておきたいとの考えからである。今回の総合技術高校の構想を
実現するにあたっては、旧第４通学区における商業科は松代高校に所在しており、各学校に所在している農業科、
家庭科、屋代南高校普通科の統合の中で新しい時代にふさわしい学校を作っていくべきではないかと計画した。 

・旧第４通学区の地域協議会では、多部制単位制高校の設置を求めるというまとめであったが、この懇話会でも多
部制単位制の意見交換ができるのか。 

→多部制単位制高校の配置を各４地区に１校と考えている。北信地区では旧第３通学区の長野東 SF新校を多部制単
位制高校としている。この懇話会では長野千曲総合技術新校の学びについて意見交換していただきたい。 

・総合技術高校になることで幅広い進路が得られるということは良いことだと思う。 
・新校での学びの内容が決まったところで校地を決める、懇話会の中で一緒に考えるとの説明があり安心した。 
・長野千曲総合技術新校の学校像では、総合技術新校で学び、その結果として地域社会、産業に新たな価値を生み
出すイノベータを育成していくと示されている。地域の弱体化が進んでいることから、それに真正面から取り組
んでいく学科や科目を取り入れていただきたい。 

→次回以降、学校像について現状の更級農業高校、松代高校、屋代南高校でのそれぞれの学習活動や学校の取組を
学ぶ中で、相互理解を深めて、新たな学校でどんなことができるか、どんな学びを作っていこうかといった、意
見交換を本格化させていただきたい。その中で、いただいた意見を踏まえて議論ができるようにしていきたい。 

・これまでの学習を超えて、主体的、深い学びに変わっていくという説明を聞き、生徒自身が意見交換をして地域
をどう変えていくか、高校生の力でできることを生徒自ら話し合い、行動していける場が増えていく、実際増え
ていっているということが良いと感じた。 

・それぞれの高校で大切にしている学びの理念をそのまま残して、新しい学校をつくってほしい。 
・生徒にも懇話会の内容を提供してもらえれば、生徒自身が理解し、これからの社会をどうしていったらよいのか、
自分自身が考えるきっかけになる。生徒の意見を大切にしていってほしい。 

→次回以降の懇話会では、各校の取組を生徒の皆さんから直接発表してもらい、相互理解を深め、情報共有してい
ただきたい。自分たちは今の学校で卒業して、新しい学校になるのは数年先だとしても、愛する母校の精神が引
き継がれる中で、新しいものを生み出していってほしいという願いをしっかり受け止め、学校像での意見交換の
中で役立ていきたい。 

 

その他 
【次回】 
日時：令和６年４月 25日（木）18時～19時 30分 
会場：千曲市役所 会議室 
内容：総合技術高校について、各校生徒による学校・学びの紹介 

 



 

「長野千曲総合技術新校再編実施計画懇話会」のスケジュール 

高校再編推進室 

年度 月・日 
懇話会・校地検

討会議 
 内 容 

令和５年度 

(2023年度) １月 11日 第１回懇話会 
〇「県教委より説明」 

・実施方針、三次の説明 

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
～ 

４月 

（予定） 
第２回懇話会 

〇目指す学校像（ビジョンの共有） 

・総合技術高校について 

・生徒による学校・学びの紹介 

６月 

（予定） 
第３回懇話会 

〇目指す学校像（ビジョンの共有） 

・アドバイザーによる講演会（予定） 

８月 

（予定） 
第４回懇話会 

〇目指す学校像 

・グループ討議（予定） 

１～２ヶ月に

１回開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以降は、進捗状

況に応じて開催

予定 

 

学校像がある程

度見えてきたと

ころで校地会議

を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見交換項目＞ 

〇学校像、新校の学び 

〇設置課程 

〇活用する校地・校舎 

〇募集開始年度 

〇募集学級数 

 

再編実施基本計画を教育委員会定例会で決定 

統合について県議会で同意 

新校開校まで随時（３～４回／年）程度開催

新校開校 

※議会同意後、学校運営、校名・校歌、地域協働等の細

部にわたる具体的な検討を進める。 


